
第９回 日本「祈りと救いとこころ」学会 学術研究大会 
令和６年１１月３０日（土） ホテルメトロポリタン３階 富士の間 A 

混乱した現代社会の中に救いを求めて～我々はどこに希望を見出し得るか 

 
  

 

9：30 受付開始 9:30～9:45理事会   ３階 白鶴 

 

１０:00～１０：５５ 

大会長講演 「混乱した現代社会の中に救いを求めて ～我々はどこに希望を見出し得るか」 
講師： 白井 幸子 （ルーテル学院大学 名誉教授） 

座長： 斉藤 章佳 （西川口榎本クリニック 副院長） 

 １１:00～１２：００ 

教 育 講 演 「救いと癒しの源泉であり我々を希望へみちびく ―終末論的な視点より―」 
講師： 山中 正雄 （日本アライアンス教団 千葉キリスト教会 牧師／浜野ホスピタル 精神科医師） 

座長： 安田 美彌子 （当学会理事） 

１２：００～１２：10 総会 
 

１３:00～１４：００ 

基 調 講 演 「病む人と共に歩んだ６０年の歩みから」 
講師： 長山 忠雄 （千葉県がんセンター 名誉センター長／日本臨床死生学会 元理事長） 

座長： 齋藤 益子 （東邦大学 名誉教授） 
 

１４:１0～１６：１０ 

メインシンポジウム 「私にとっての救いとは」 
シンポジスト： 入江 杏 （ケアミーツアート研究所 代表） 

   「わたしにとって救いとは」  

沼田 和也 （日本基督教団 王子北教会 牧師） 

  「生きること、死ぬこと、その向こう」 

 石居 基夫 （ルーテル学院大学 学長／日本福音ルーテル教会 牧師） 

  「救いを物語るためのスピリチュアルな視点」 

座長： 張 賢徳 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 所長） 

 １6:20～１7：5０ 

公 開 講 座 「なぜ『救い』を求めるのか」 
講師： 島薗 進 （東京大学 名誉教授／上智大学グリーフケア研究所 客員所員） 

座長： 白井 幸子 （ルーテル学院大学 名誉教授） 

 １８：0０～２０：0０ 

懇親会 （会場：２５階 マーキュリー） 

一般演題（12：10～１2：50） 

①鈴木絵里子（千葉科学大学）、他  「精神科デイケアにおける発達障害者支援プログラムに関する文献検討」 

②篠原百合子（千葉科学大学）、他 「医療的支援を受ける発達障害児者への看護支援に関する文献検討」 

③岡本一志（全国仏教カウンセリング協会） 「仏教とカウンセリングについて私の取り組み」 

④小笠原將之（関西福祉科学大学）  「『風の電話』とグリーフケア ―癒しの現象学―」 

  座長： 久保 正子 （共立女子大学） 


